
様式第３号（第４条関係）      

 

楢葉町農業委員会委員候補者応募用紙 

令和○○年○○月○○日 

楢葉町長 様 

 

 農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第9条第1項の規定に基づき、楢葉町

農業委員会の委員候補者として以下のとおり応募します。 

(ふりがな) 

氏 名※ 

(  ならは たろう      ) 

 

 楢葉 太郎                  印 

性別

※ 
男 ・ 女 

住 所 
〒979－○○○○ 

福島県双葉郡楢葉町大字○○字○○番地 

電話

番号 

090－○○○ 

－○○○○ 

職 業※ 

(勤務先) 

         農業 

（            ） 

生年月日 

（年齢）※ 

  ○○年○○月○○日 

   （   ○○歳） 

農業経営の状

況※ 

営農類型 
□水稲  ☑路地野菜  □施設野菜 □果樹 □花き 

☑畜産  □その他（          ） 

主要作目 鶏卵、ブロッコリー 

従事日数 250日 

営農年数 20年 

耕作面積 100ａ 

農業委員会の所掌に属する事項に関する利害関係の有無※ 有 ・ 無 

農地利用最適化推進委員への応募の有無  有（応募地区：   地区）・ 無 

認定農業者等

の確認※ 

 
□申請中 
□非該当 

☑ 認定農業者                 
□ 認定農業者である法人の業務執行役員又は重要な使用人 
□ 認定農業者に準ずる者（該当するもの全てに○） 
  ア．認定農業者であった者  イ．認定農業者の経営に参画している親族 
  ウ．認定就農者（法人の役員等を含む。）  エ．集落営農の役員 
  オ．人・農地プランの中心的経営体（法人の役員等を含む。） 
  カ．地域指導農業者  キ．基本構想水準到達者（法人の役員等を含む。） 

応募の理由及

び農業委員に

就任した場合

の抱負等※ 

 

私は、就農後20年間農業に従事し、○○農協○○生産部会長の役員を歴任

し、地域農産物の栽培促進を展開してきた。その経験を活かし、農業委員とし

て農地の利用集積・集約を推進し、楢葉町農業の発展に貢献したい。 

 

 

 

 

 

経 歴※ 

年  月  日 職名・役職名等 

平成○○年〇月○日 

平成○○年〇月○日～ 

           現 在 

就農 

○○生産部会長 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【同意・誓約】 
私は、農業委員会等に関する法律（昭和２２年法律第１３２号）第８条第４項各号に該当しないこと、暴力

団員又は暴力団関係者でない者であることを誓約するとともに、町が必要に応じて官公署に照会すること

について同意します。 
 

氏名             

 

 
 

 

 

 

 

 

 


